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よ
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（1）

青
少
年
指
導
に
思
う

　
　
　
静
岡
市
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
副
会
長
　
阿
部 
誠
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広
報
誌
の
寄
稿
に
あ
た

り
、
本
連
盟
を
今
日
の

隆
盛
に
導
い
て
下
さ
っ
た

先
輩
諸
兄
に
心
か
ら
敬

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

昨
今
の
社
会
状
況
の
中
で
、
特
に
青
少
年
の
一
部
の
間

で
人
命
を
軽
視
す
る
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
信
頼
や
敬
愛
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
、
道
徳

心
な
ど
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
教
育

現
場
の
み
な
ら
ず
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
大
変
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

古
来
、
我
が
国
に
お
い
て
は
人
間
形
成
の
道
と
し
て
貴

ば
れ
、
修
練
の
道
と
し
て
尚
ば
れ
て
き
た
武
道
は
、
今

や
日
本
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
、
誇

り
高
い
伝
統
的
運
動
文
化
と
し
て
、
そ
の
地
位
を
築
き

上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
武
道
が
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
の

精
神
的
な
危
機
を
脱
す
る
の
に
貢
献
す
る
も
の
と
し

て
、
再
確
認
さ
れ
る
の
は
必
至
の
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

教
育
現
場
で
も
「
武
道
」
を
す
べ
て
の
生
徒
が
履
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
青
少
年
期
の
人
間
形
成

の
道
と
し
て
剣
道
が
奨
励
さ
れ
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

剣
道
を
は
じ
め
と
す
る
武
道
が
目
指
す
も
の
は
、
心
身

を
鍛
え
、
技
を
磨
く
こ
と
は
勿
論
、
礼
儀
作
法
を
重
ん

じ
、
お
互
い
に
相
手
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
育
む
な
ど
、

豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
う
え
で
大
変
意
義
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、剣
道
が
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
に
愛
顧
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
生
涯
を

通
し
て
明
る
く
豊
か
で
、
健
全
で
活
力
あ
る
社
会
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
た
が
っ
て
青
少
年

の
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
剣
道
に
対
す
る
考
え
方
や
指

導
方
法
な
ど
に
つ
い
て
一
層
見
識
を
深
め
な
が
ら
、
時

に
は
厳
し
く
時
に
は
温
か
く
、
愛
情
を
持
っ
て
「
正
し

い
剣
道
」
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
指
導
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
剣
道
の
普
及
発
展

に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
豊
か
な
人
間

性
を
養
う
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
本
連
盟
の
大
き

な
目
的
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
静
岡
市
剣
道
連
盟
の
益
々
の
発
展
と
会
員

の
皆
様
が
健
康
で
稽
古
に
精
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会

（
寿
A
）
優
勝
２
連
覇

平
成
2
5
年
6
月
3
日
（
月
）
東
京
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
た
第
３
５
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会
（
剣

道
）
に
お
い
て
、
元
静
岡
市
剣
道
連
盟
会
長
、
現
静

岡
市
剣
道
連
盟
顧
問　

林 

学
先
生
が
、
寿
A
（
8
5

歳
以
上
）
の
部
で
見
事
優
勝
さ
れ
、
２
連
覇
を
達
成
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
で
は
本
県
チ
ー
ム
が
準
優
勝

し
ま
し
た
。
林
先
生
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
昨
年

に
引
き
続
き
優
勝
の
喜
び
を
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」

　
　

―
生
涯
剣
道
の
志

静
岡
県
剣
道
連
盟
参
与
・
静
岡
市
剣
道
連
盟
顧
問
・

素
交
会
代
表
　           

林 

学

私
は
図
ら
ず
も
昨
年
に
続
き
、
全
日
本
高
齢
者
大
会

に
於
い
て
本
年
も
最
高
年
齢
の
部
（
８
５
歳
以
上
）
で

優
勝
す
る
と
い
う
天
機
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
無
上
の
喜

び
と
共
に
深
い
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
私
の
中
で
そ
れ
に
も
ま
し
て
喜
び
、
感
謝
と
共

に
誇
れ
る
こ
と
は
、
県
高
齢
者
剣
友
会
で
あ
る
素
交
会

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
静
岡
県
チ
ー
ム
が
団
体
戦

に
於
い
て
堂
々
準
優
勝
の
栄
誉
に
輝
け
た
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
も
絶
え
ざ
る
精
進
の
賜
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

私
は
１
０
歳
か
ら
剣
道
を
始
め
、
戦
争
や
そ
の
後
の
生

業
の
為
の
ブ
ラ
ン
ク
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
長

い
間
剣
道
を
続
け
て
き
た
御
褒
美
を
こ
の
歳
に
な
っ
て

か
ら
頂
き
、
ま
こ
と
感
謝
の
ほ
か
に
は
表
す
言
葉
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
私
が
先
輩
高
齢
者
の
立
場
か

ら
皆
さ
ん
に
言
え
ま
す
事
は
、「
継
続
は
力
な
り
」
の

教
え
を
決
し
て
疑
う
こ
と
な
か
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
結
果
は
、
そ
の
教
え
を
皆
さ
ん
に
そ
れ
な
り
に

お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
と
密
か
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

私
は
生
涯
剣
道
を
志
し
て
い
ま
す
。
今
の
己
よ
り
高
き

と
こ
ろ
を
目
指
し
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
丹
田
に
気
を
溜

め
て
打
つ
事
を
常
と
し
て
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。
正

し
い
呼
吸
、
正
し
い
姿
勢
の
剣
道
は
即
ち
正
し
い
人
の

道
で
あ
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
老
化
を
防
ぐ
道
で
も

あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
私
は
後
輩
達
に
身
を
以
て
こ
の
道
を
教
え
導
き
、

後
世
へ
と
繋
げ
て
い
く
と
い
う
使
命
と
共
に
、
高
齢
者

が
い
つ
も
元
気
で
長
生
き
し
て
、
生
涯
剣
道
の
道
を
楽

し
く
歩
い
て
い
け
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
お
り
ま
す
。

８
８
歳
の
私
が
あ
と
何
年
生
き
て
い
け
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
体
の
続
く
う
ち
は
一
生
懸
命
皆
さ
ん
と
稽
古

を
さ
せ
て
頂
き
、
生
あ
る
限
り
、
次
世
代
の
方
々
の
為

に
、
そ
の
礎
の
一
つ
と
な
り
た
い
と
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。



第
　
回
近
県
青
少
年
剣
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
5
年
8
月
4
日
（
日
）

大
会
会
場　

静
岡
市
北
部
体
育
館

◇ 

青
少
年
の
部　

参
加
4
7
チ
ー
ム

　

優　

勝　

尚
道
舘
Ｂ（
磐
田
市
）

　

準
優
勝　

誠
学
館
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
富
士
市
）

　

三　

位　

静
岡
市
駿
河
区

　

三　

位　

静
岡
市
清
水
区

　
　

※
先
鋒
：
中
学
男
子
、
次
鋒
：
中
学
女
子
、

　
　
　

中
堅
：
高
校
男
子
、
副
将
：
高
校
女
子
、

　
　
　

大
将
：
一
般
男
子

◇ 

小
学
生
の
部　

参
加
7
0
チ
ー
ム

　

優　

勝　

武
修
館
（
三
島
市
）

　

準
優
勝　

尚
道
舘
Ａ（
磐
田
市
）

　

三　

位　

剣
修
館
道
場
（
浜
松
市
）

　

三　

位　

浅
羽
少
年
剣
道
教
室
（
袋
井
市
）

（2）

第
8
回
鈴
与
杯
少
年
剣
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
5
年
5
月
3
日
（
金
・
祝
）

大
会
会
場　

静
岡
市
営
清
水
総
合
運
動
場
体
育
館 

◇ 

小
学
生
の
部　

2
2
チ
ー
ム

　
　

優　

勝　

武
修
館

　
　

準
優
勝　

S
B
S
錬
心
舘

　
　

三　

位　

新
運
館
「
剣
道
教
室
」、
篤
誠
館

◇ 

中
学
生
男
子
の
部　

3
3
チ
ー
ム

　
　

優　

勝　

東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

　
　

準
優
勝　

南
中
学
校

　
　

三　

位　

東
中
学
校
、
清
水
第
六
中
学
校 

◇ 

中
学
生
女
子
の
部　

2
4
チ
ー
ム

　
　

優　

勝　

服
織
中
学
校

　
　

準
優
勝　

長
田
西
中
学
校

　
　

三　

位　

豊
田
中
学
校
、
高
松
中
学
校

１
年　

望
月
健
成
（
小
島
剣
道
ス
ポ
少
）

２
年　

山
崎
優
月
（
静
岡
武
修
館
）、
酒
井
琢
帆
（
浜
田
剣
道
教
室
）

　
　
　

元
野
湊
（
浜
田
剣
道
教
室
）

３
年　

才
茂
茉
由
（
大
剣
会
）、
石
野
美
紗
希
（
新
運
館
「
剣
道
教
室
」）

　
　
　

佐
藤
宏
太
（
大
剣
会
）、
望
月
洸
陽
（
小
島
剣
道
ス
ポ
少
）、

　
　
　

山
田
瑛
（
浜
田
剣
道
教
室
）

４
年　

竹
村
真
紘
（
静
岡
武
修
館
）、
山
崎
優
斗
（
静
岡
武
修
館
）

　
　
　

前
田
知
里
（
静
岡
武
修
館
）、
小
栗
愛
美
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
錬
心
館
）

　
　
　

海
老
澤
美
月
（
大
剣
会
）

５
年　

望
月
天
太
（
大
剣
会
）、
鈴
木
翼
（
安
東
剣
道
教
室
）

　
　
　

望
月
拓
身
（
静
岡
武
修
館
）、
綱
本
真
之
介
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
錬
心
館
）

　
　
　

山
田
雄
風
（
大
剣
会
）、
岩
本
脩
翔
（
安
東
剣
道
教
室
）

　
　
　

松
川
美
羽（
静
岡
武
修
館
）、藤
牧
郁
也（
高
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

６
年　

森
文
香
（
静
岡
武
修
館
）、
漆
畑
ま
こ
（
新
運
館
「
剣
道
教
室
」）

　
　
　

佐
野
凌
也
（
東
部
体
育
館
剣
道
教
室
）、松
﨑
理
子
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
錬
心
館
）

　
　
　

長
野
隼
也（
東
部
体
育
館
剣
道
教
室
）、松
永
晴
日（
蒲
原
剣
道
少
年
団
）

　
　
　

加
村
実
夢
（
三
保
剣
道
ク
ラ
ブ
）

第
7
回
万
灯
み
た
ま
祭
奉
納
剣
道
大
会

開
催
日
時 　

平
成
2
5
年
7
月
2
7
日
（
土
）

大
会
会
場 　
（
社
）
静
岡
県
剣
道
連
盟
「
養
浩
館
」

【
女
子
4
０
歳
未
満
の
部
】

　

１
位　

青
島　

こ
の
み
（
静
岡
東
）

　

2
位　

富
永　

遥
香
（
清
水
東
）

　

3
位　

白
鳥　

百
合
子
（
静
岡
大
）

　

3
位　

片
岡　

瞳
（
静
市
高
））

【
女
子
4
０
歳
以
上
の
部
】

　

1
位　

宇
佐
美　

公
子
（
新
運
館
）

　

2
位　

石
川　

磨
由
美
（
新
運
館
）

　

3
位　

金
原　

奈
緒
子
（
大
剣
会
）

【
男
子
４
０
歳
未
満
の
部
】

　

１
位　

菊
地　

竜
平
（
中
央
高
）

　

２
位　

中
村　

圭
祐
（
静　

大
）

　

３
位　

野
崎　

泰
孝
（
鈴　

与
）

　

３
位　

沢
登　

慎
（
常
葉
大
）

【
男
子
４
０
歳
以
上
の
部
】

　

１
位　

本
多　

廣
之
（
用
宗
剣
道
）

　

２
位　

海
老
澤　

芳
紀
（
大
剣
会
）

　

3
位　

荒
木
栄
一
郎
（
清
心
館
）

　

3
位　

柳
澤　

正
人
（
静
市
高
）

第
　
回
静
岡
市
民
剣
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
5
年
1
0
月
1
4
日
（
月
・
祝
）

大
会
会
場　

静
岡
市
北
部
体
育
館

【
小
学
生
４
年
の
部
】　

　

1
位　

武
村　

真
絋
（
武
修
館
）

　

2
位　

前
田　

知
里
（
武
修
館
）

　

3
位　

山
崎　

優
斗
（
武
修
館
）

　

3
位　

山
田　

弦
季
（
大
剣
会
）

【
小
学
生
５
年
の
部
】

　

1
位　

松
川　

美
羽
（
武
修
館
）

　

2
位　

藤
牧　

郁
也
（
高
部
剣
ス
ポ
）

　

3
位　

石
垣　

圭
悟
（
武
修
館
）

　

3
位　

安
藤　

七
海
斗
（
新
運
館
）

【
小
学
生
６
年
の
部
】

　

1
位　

漆
畑　

ま
こ
（
新
運
館
）

　

2
位　

森　
　

文
香
（
武
修
館
）

　

3
位　

岡
村　

亮
輔
（
武
修
館
）

　

3
位　

遠
藤　

健
心
（
大
剣
会
）

【
中
学
男
子
１
年
の
部
】

　

１
位　

山
本
章
太
郎
（
安
東
中
）

　

2
位　

藤
田　

拓
大
（
清
水
六
中
）

　

3
位　

岩
崎　

了
（
大
里
中
）

　

3
位　

竹
田　

吉
宏
（
高
松
中
）

【
中
学
男
子
２
年
の
部
】

　

１
位　

望
月　

大
瑚
（
翔
洋
中
）

　

2
位　

竹
村　

悠
太
（
翔
洋
中
）

　

3
位　

近
藤　

大
地
（
服
織
中
）

　

3
位　

木
下　

翔
平
（
翔
洋
中
）

【
中
学
男
子
３
年
の
部
】

　

1
位　

雨
宮　

颯
馬
（
翔
洋
中
）

　

2
位　

渡
邉　

拓
朗
（
翔
洋
中
）

　

3
位　

佐
藤　

寛
太
（
大
剣
会
）

　

3
位　

松
木　

憲
太
郎
（
聖
光
学
園
中
）

【
中
学
女
子
１
年
の
部
】

　

１
位　

黒
田　

美
里
（
長
田
西
中
）

　

2
位　

望
月　

真
琴
（
安
倍
川
中
）

　

3
位　

曦　
　

季
桜
（
小
島
中
）

　

3
位　

本
多　

な
つ
き
（
長
田
南
中
）

【
中
学
女
子
２
年
の
部
】

　

１
位　

安
本　

凛
（
長
田
西
中
）

　

2
位　

中
川　

奈
緒
（
長
田
西
中
）

　

3
位　

川
崎　

美
和
（
美
和
中
）

　

3
位　

熊
谷　

晴
子
（
東
中
）

【
中
学
女
子
３
年
の
部
】

　

１
位　

杉
山　

広
夏
（
籠
上
中
）

　

2
位　

水
野　

杏
香
（
服
織
中
）

　

3
位　

長
島　

桃
花
（
服
織
中
）

　

3
位　

𠮷
川　

未
散
（
第
一
剣
友
会
）

【
高
校
男
子
の
部
】

　

１
位　

深
見　

一
貴
（
翔
洋
高
）

　

2
位　

金
澤　

拓
斗
（
翔
洋
高
）

　

3
位　

古
谷　

賢
生
（
翔
洋
高
）

　

3
位　

森　
　

捷
馬
（
翔
洋
高
）

勝抜賞：五人抜き
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（3）

【
男
子
】

　
優
　
勝
　
東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

　
二
　
位
　
静
岡
市
立
服
織
中
学
校

　
三
　
位
　
静
岡
市
立
大
里
中
学
校

　
三
　
位
　
静
岡
市
立
末
広
中
学
校
校

【
女
子
】

　
優
　
勝
　
静
岡
市
立
長
田
西
中
学
校

　
二
　
位
　
静
岡
市
立
美
和
中
学
校

　
三
　
位
　
静
岡
市
立
豊
田
中
学
校

　
三
　
位
　
静
岡
市
立
蒲
原
中
学
校

第
　
回
静
岡
市
中
学
新
人
団
体
戦

開
催
日
時 

　
平
成
2
5
年
1
0
月
2
0
日
（
日
）

大
会
会
場 

　
静
岡
市
北
部
体
育
館

静
岡
市
剣
道
連
盟
主
催
事
業
に
お
け
る
気
象
警

報
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

〔
原
則
１
〕

当
日
朝
6
:
0
0
現
在
、「
静
岡
市
南
部
」（
注
）
に
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
大
雨
警
報
・

洪
水
警
報
・
暴
風
警
報
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
も
発
令
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
主
催
事
業
は
中
止
す
る
。

（
注
）
気
象
庁
に
よ
る
気
象
に
関
す
る
警
報
・
注
意
報
の
発
表
区

域
で
あ
る
「
静
岡
市
南
部
」
は
天
気
予
報
発
表
区
域
の
「
静
岡

県
中
部
南
」
の
一
部
で
す
。

〝
中
部
南
全
域
に
発
表
〞と
表
現
さ
れ
た
場
合
は
、
静
岡
市
南
部

が
含
ま
れ
ま
す
が
、〝
中
部
南
〞に
は
島
田
市
や
牧
之
原
市
等
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
警
報
・
注
意
報
の
発
表
区
域
を
確
認
く
だ
さ

い
。

☆
参
加
各
団
体
の
責
任
者
に
は
連
絡
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
気
象
情

報
等
の
収
集
を
し
、
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
原
則
2
〕

大
会
前
日
に
静
岡
市
南
部
で
、
台
風
の
進
路
等
で
大
会
当

日
の
警
報
発
令
が
十
分
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、「
会
長
・

副
会
長
・
理
事
長
・
事
務
局
長
・
担
当
委
員
長
」で
協
議
し
、

主
催
事
業
の
中
止
を
判
断
す
る
こ
と
も
あ
る
。

☆
こ
の
場
合
に
は
参
加
団
体
責
任
者
に
は
連
絡
を
し
ま
す
。 

〔
原
則
3
〕

大
会
中
に
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報
・
暴
風
警
報
の
い
ず
れ

か
一
つ
で
も
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、主
催
事
業
は
中
止
す
る
。

☆
中
学
生
以
下
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
等
の
迎
え
が
来

る
ま
で
施
設
内
で
待
機
し
ま
す
。  

第
7
回
静
岡
市
段
別
居
合
道
大
会

開
催
日
時
　
平
成
2
5
年
9
月
2
3
日
（
月
・
祝
）

大
会
会
場
　
静
岡
市
北
部
体
育
館
　
剣
道
場

試
合
は
3
3
名
が
参
加
し
、
段
外
か
ら
三
段
ま
で
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
、4
段
か
ら
6
段
ま
で
が
演
武
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◇ 

段
外
の
部

　
　
優
　
勝
　
本
目 

愛
音
（
中
央
体
育
館
）

　
　
二
　
位
　
柴
田 

享
（
中
央
体
育
館
）

　
　
三
　
位
　
佐
藤 

彩
光
（
大
圓
堂
拓
心
会
））

◇ 

初
段
の
部

　
　
優
　
勝
　
鈴
木 

淳
子
（
中
央
体
育
館
）

　
　
二
　
位
　
柴
田 

靖
枝
（
中
央
体
育
館
）

　
　
三
　
位
　
鈴
木 

将
仁
（
中
央
体
育
館
）

　◇ 

二
段
の
部

　
　
優
　
勝
　
伊
奈 

幸
子
（
中
央
体
育
館
）

　
　
二
　
位
　
佐
藤 

孝
志
（
長
田
体
育
館
）

　
　
三
　
位
　
秋
元 

柊
（
静
岡
八
重
垣
会
）

◇ 

三
段
の
部

　
　
優
　
勝
　
柴
木
　
崇
（
無
相
会
）

　
　
二
　
位
　
長
坂 

義
幸
（
無
相
会
）

　
　
三
　
位
　
三
浦 

悠
也
（
中
央
体
育
館
）

◇ 

四
段
の
部

　
　
優
秀
者
　
中
村 

弥
弘
（
無
双
直
伝
英
信
流
）

◇ 

五
段
の
部

　
　
優
秀
者
　
由
良
　
尚
美
（
無
双
直
伝
英
信
流
）

◇ 

六
段
の
部

　
　
優
秀
者
　
松
下 

武
人
（
夢
想
神
伝
流
）

11

中
体
連
だ
よ
り

「
全
国
大
会
を
終
え
て
」

　
東
海
大
学
附
属
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邉 

拓
朗

私
達
は
全
国
大
会
初
出
場
で
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
大

き
な
目
標
を
、
県
準
優
勝
と
い
う
形
で
し
た
が
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
同
じ
東
海
大
学
附
属
の
浦
安
中
学
校
と
同
じ

リ
ー
グ
で
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
に
は
こ
れ
ま
で
一
回
も
勝
っ
た
事
が

無
か
っ
た
の
で
、
こ
の
舞
台
で
勝
と
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
自
分
の
試
合
を
さ
せ
て
も
ら
え

ず
、
力
を
す
べ
て
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
全
国
の
レ
ベ
ル
は
高
い
と
い
う
事
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
て
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
さ
せ
て
く

れ
た
家
族
、
先
生
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
高
校
生
に
な
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
大
き
な
目

標
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

お
知
ら
せ



受 賞 寄 稿 文

平成 24年度　少年剣道教育奨励賞　三保剣道クラブ（清水区）、蒲原剣道少年団（清水区）

（4）

　「全日本剣道連盟少年剣道教育奨励賞」受賞の知らせに、三保剣道クラブ一
同は、大きな驚きと喜びに包まれました。御推薦いただいた剣道関係者の皆様
に心より感謝申し上げます。
　当クラブは、火曜日、木曜日の週２回（１７：４５～）小学生を中心に小学
校の体育館をお借りして稽古をしています。正しい剣道が身につくように基本稽
古を多く取り入れ、将来につながる剣道を、子供の目線で分かり易い指導を心
がけております。さらに木刀を使い、「刃筋、手首の返し」等にも留意し指導にあたっ
ています。
　試合になると、どうしても勝ち負けに流されがちな子供たちですが、勝負よりも
大切なことがあるということを学び、それを剣道以外のことでも生かしてもらいた
いと思います。
　私自身、稽古や試合中、子供たちから教えられることも多く「まだまだ修行が
足りない」と思います。
　現在４名の先生方にご指導をいただいていますが、小学生が６名と少なく団
体戦の出場メンバーぎりぎりの状態です。これからもっと部員が増えて、体育館
からあふれんばかりの子供たちの声が響きわたるようになるのが私の願いです。

　全日本剣道連盟という普段あまり気にすることのない遠い存在から突然いただいたお便りが、この度の「少年剣道教育奨励賞」の受賞の知らせで、驚き
とともに自分たち団体が果たしてよいのだろうかという恐れを最初に感じました。
　拙団は、昭和 50 年に故原 計夫 先生 ( 錬士六段 ) が、地域の要望に応え、各施設をお借りして創められました。その後、昭和 60 年に 10 周年を記念
し団内大会を行い、未熟者ながら小生が代わってお手伝いをすることとなりました。小学生だけの団体でもあり、地域の子供数の減少とともに年々入団員
数も減少し、近年は10名足らずの団員で、また、大会での目立った戦績も無いなかでの今回の受賞の知らせは、正に青天の霹靂でありました。しかしながら、
この表彰をいただけましたことは、自分自身への更なる努力への鼓舞として大変
大きな力付けとなりました。週２回の練習と稽古開始前の論語の素読。正月４
日間（以前は１週間）の早朝寒稽古、夏の朝霧合宿。そして、拙寺を使っての
掃除と座禅の宿泊研修を中心として、『生活剣道』をモットーに子供たちと行っ
ております。特に自分の気の緩みが子供たちに反映するので、先ず小生が挫け
ない心を学ばせていただいており、子供達とともに成長させていただいたことが
継続してこられた結果であり、その節目の表彰をいただけたことに心から感謝申
し上げます。しかしながら、来年の自分と拙団、更には 5 年後の自分と拙団の
姿が見えず、記念の手拭いがいまだ使えずにおりました。
　今回、この機会をお借りして、ご推薦くださいました静岡市剣道連盟並びに県
剣道連盟の先生方、関係者の皆々様に衷心より感謝申し上げますとともに、今後
の精進を誓って記念手拭いを使わせていただこうと思います。今後も何卒ご指導
を賜りますようにお願い申し上げ、お礼のご挨拶とさせていただきます。合掌

「少年剣道教育奨励賞」を受賞して
三保剣道クラブ　松村 陽朗

「少年剣道教育奨励賞」受賞のお礼
蒲原剣道少年団団長　後藤 憲亮

広報委員長　長澤 渡　　広報副委員長　高橋 長吉　　広報委員　鈴木 靖　小林 光男　渡辺 重和　中野 重利　岩崎 康正

少年少女の剣道指導に永年にわたり尽力し、家庭及び学校教育並びに地域社会の向上に資する活動を継続したことが認められ、全日本剣道連盟から三保
剣道クラブ（清水区）、蒲原剣道少年団（清水区）に平成２４年度「少年剣道教育奨励賞」が授与されました。 
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